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玉泉館旧蔵資料中の琉球関係資料について
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近辺で採集されたものであろう（上地克哉氏私信）．後者

は糸満市真謝原に所在する国吉坂石器片散布地（糸満市

教育委員会1981）に相当するものと思われる．このほか，

詳細不明ながら荻堂（３点）や黒島（１点）で採集され

た資料があり，前者は北中城村荻堂に所在する荻堂貝塚

や荻道遺跡との関連性が考えられる．

個別の資料について見ていくと，No.1503，1510，

1514，1519，1530のように扁平で刃部磨製（身部の研磨

が不徹底）の石斧は，南島爪形文土器や曽畑式など貝塚

時代前１～２期（縄文時代早・前期）頃にしばしば見ら

れる（新田2000，大堀2014）．No.1506のような円礫に刃

部を設けた打製石斧は珍しいものである．No.1511は出

所不明だが，形態と石材から見て八重山諸島に由来する

可能性が考えられる．
No.1513は，いわゆる分銅形を呈する打製石斧で，以

前から南方とのつながりを示すものとして取り上げられ

てきた．金関丈夫ら（1964）は，「刃部の形成は不十分」

としつつも，「紅頭嶼に発見される島田髷型（waisted 

form）の石器と酷似している」と述べており，彼らが類

似資料として言及した，紅頭嶼（現在の蘭嶼）のタオ族

（ヤミ族）が使用したといわれるチチブ・チブ・ノ・イナ

ポは，畑作での除草用と推定されている（国分1981：430

頁）．ただし，金関らも指摘するように，No.1513の刃部

に相当する部位は平坦面をなしており，刃部を持たない

ことから，Andersonらのようにこれを錘とみなす意見も

ある（Anderson and Summerhayes 2008）．また，表面の過

半と裏面の一部が黒色皮膜状の付着物（？）に覆われて

いるように見える点は，違和感を覚える点である（図４）．

このような形態の石斧はその後の波照間島の遺跡調査で

も確認されておらず（沖縄県教育委員会1986），その取

り扱いには配慮を要するものと言えよう．
No.1523は石斧とされるものであるが，研磨の程度は

非常に弱く，ほぼ自然石と言って良いだろう．No.1532，

1534は黒曜石の円礫で，形状や石質は互いによく類似す

る．漆黒色・良質の黒曜石だが，一部に赤色の斑文が見

られる．人為的な剥離痕はない．No.1534は一面に平坦

な研磨面があるが，この周囲のみに泥が付着しており，

古いものではない．この２点の黒曜石円礫については，
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今回，蛍光Ｘ線分析を実施したので，その結果について

は後述する．No.1538はいわゆるクガニイシ（白木原

1978）状を呈する磨石である．No.1571～1575，1577～

1578は瓦当，No.1579～1584は平瓦で銘のあるもの．
No.1576は瓦質の焼物だが，何らかの部材になるものだ

ろうか．

黒曜石の産地推定

玉泉館旧蔵資料中に含まれる黒曜石２点および沖縄市

中の町小学校採集の黒曜石１点について，蛍光Ｘ線分析

にもとづく産地推定を実施した．分析にあたっては長崎

県埋蔵文化財センターの機器を使用した． 

試料の概要

分析試料の写真を図５に示す．玉泉館旧蔵資料中の黒

曜石円礫２点については前項で詳しく取り上げているの

で，ここでは中の町小学校採集の黒曜石円礫１点につい

て述べる．本資料は2008年８月に中の町小学校の６年生

から沖縄市立郷土博物館に寄贈されたもので，中の町小

学校の運動場で採集したものとされる（比嘉2010）．鶏

卵大の大きさで，計測値は長さ6.6cm，幅5.6cm，厚さ

4.5cm，重量196gである．ほぼ全体を円磨面に覆われた

漆黒色かつ良質の黒曜石で，一部に赤みがかった部分も

認められる．表面に付着物やマトリクス等はなく，人為

的な剥離面も認められない．小学生の採集品であるため，

詳しい来歴は不明だが，報告者の比嘉清和によれば，小
図４　No.1513の刃部の状態と黒色付着物（？）の状況

図５　分析資料写真
左２点が玉泉館旧蔵資料（左 No.1534，右 No.1532），右が中の町小学校（沖縄市）採集資料．
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学校の学校教材である可能性や現代における持込の可能

性は低く，沖縄の遺跡から多く出土する佐賀県伊万里市

の腰岳産を中心とする黒曜石の中にも，このような黒曜

石円礫は認められない（小畑ほか2004）．小学校現地も

周知の遺跡とはなっていないが，遺跡に由来する遺物の

可能性は否定できないという（比嘉2010）．

分析の方法

分析には， エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置を用いて

非破壊で定性分析を実施し， 判別図法によって原産地を推

定した．装置の仕様及び分析条件は以下のとおりである．

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置：SIIナノテクノロ

ジー株式会社（現株式会社日立ハイテクサイエンス）製

「SEA1200VX」を使用した．下面照射式で照射径は

8mmΦ．Rh（ロジウム）管球，SDD検出器で液体窒素を

要しない．分析条件は管電圧40kVで管電流は抵抗値に

よって自動設定とした．大気雰囲気で，測定時間100秒

（デッドタイム30%前後でのライブタイム）で，資料の

平坦部分を選択して２回ずつ分析を実施した．

産地推定の手法は，測定した元素のうち，K（カリウ

ム），Mn（マンガン），Fe（鉄），Rb（ルビジウム），Sr

（ストロンチウム），Y（イットリウム），Zr（ジルコニウ

ム）の７元素のＸ線強度（CPS値）から下記の①～④の

パラメータを用いて，①・②の散布図（以下，Rb散布

図）と，③・④の散布図（以下，Sr散布図）の２種類の

散布図（判別図）を作成するという望月・池谷方式に基

づいている（望月ほか1994）．

①Mn強度×100／ Fe強度

② Rb分率＝ ｛�Rb強度×100／（Rb強度＋ Sr強度＋ Y

強度＋ Zr強度）｝

③ Log （Fe強度／ K強度）

④ Sr分率＝ ｛�Sr強度×100／（Rb強度＋ Sr強度＋Y強

度＋ Zr強度）｝

長崎県埋蔵文化財センターでは，九州各地から産出す

る黒曜石の元素データの収集に努めており，現在までに

36箇所の原産地から採集した，約1500点の黒曜石原石の

データを整備している．ただし，本州と近隣離島および

北海道の産地についてはデータ整備途上であるため，今

回採用した判別図法で判別できる範囲は，原則として九

州の黒曜石産地に限られる．

分析結果

分析結果を表３に，判別図を図６に示す．判別図によ

れば，いずれの資料も「針尾Ⅲ群」の範囲内あるいはこ

れに近い位置にプロットされ，「松浦Ⅰ群」の範囲にも隣

接する．少なくとも，沖縄で多く出土する腰岳産黒曜石

とは異なっている．

今回分析を実施した玉泉館旧蔵資料や中の町小学校の

ような黒曜石円礫は，肉眼観察では長崎県松浦市牟田か

ら産出する黒曜石（川道・片多2018）に類似するとのこ

とであり（栁田裕三，川道寛氏私信），今回の産地推定結

果でも，牟田を含む「松浦Ⅰ群」に近い位置にプロット

されていることは注目される．牟田産黒曜石は，主に旧

石器時代に用いられた石材であり，縄文時代以降の使用

例は少ないとされる．仮にそのような石材が，沖縄の遺

跡から実際に出土したのであるならば，重大な問題を提

起することになるが，今回の分析資料は来歴に不明な点

も多く，資料が遺跡出土品でない可能性を想定すると，

九州以北の日本列島産，あるいはフィリピン以南の東南

アジア・オセアニア地域産という可能性も排除できない

ため，本稿では分析結果の提示に留めたい．いずれにせ

よ，これらの黒曜石の産地と来歴の探求は，今後の検討

課題となるものである．

都都道道府府県県 採採集集地地 分分析析IIDD KK MMnn FFee RRbb SSrr YY ZZrr RRbb分分率率 MMnn××110000//FFee SSrr分分率率 llooggFFee//KK

47-沖縄県 九州大学 九大1532-01 57.840 23.368 617.808 241.799 106.923 129.971 230.320 3344..1100 33..7788 1155..0088 11..0033

47-沖縄県 九州大学 九大1532-02 52.033 23.033 627.747 236.442 100.994 126.059 226.729 3344..2266 33..6677 1144..6633 11..0088

47-沖縄県 九州大学 九大1534-01 59.082 25.640 649.170 243.232 104.918 130.675 235.526 3344..0055 33..9955 1144..6699 11..0044

47-沖縄県 九州大学 九大1534-02 59.054 24.429 600.757 232.684 101.323 124.689 224.600 3344..0055 44..0077 1144..8833 11..0011

47-沖縄県 中の町小学校 中の町小学校-01 57.451 23.242 556.242 229.771 101.362 125.677 220.582 3333..9922 44..1188 1144..9966 00..9999

47-沖縄県 中の町小学校 中の町小学校-02 61.736 23.913 563.957 240.550 102.387 127.658 226.248 3344..5522 44..2244 1144..6699 00..9966

蛍蛍光光ＸＸ線線検検出出強強度度（（ccppss値値）） SSrr散散布布図図RRbb散散布布図図資資料料情情報報

表３　分析結果

※資料１点につき分析対象位置を変えて２回ずつ測定．
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■九大1534：琉球：円石

●九大1532：琉球：円石

◆中の町小学校採集品

図６　黒曜石原産地判別図（上：Rb散布図、下：Sr散布図）
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■九大1534：琉球：円石
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◆中の町小学校採集品
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A material report about Ryukyu relics in the Gyokusen-kan Collection

Shinji YAMASAKI1), Masahiro FUKUNAGA2), Masaki KATATA3)

1)Okinawa prefectural museum & art museum, Omoromachi 3-1-1, Naha, Okinawa, 900-0006, Japan 
2)The Kyushu University Archaeological Research Office, Hakozaki, 6-10-1, Higashi-ku, Fukuoka, 812-8581, Japan  

3)Nagasaki Prefecture Archaeology Center, Fukaetsuruki-fure 515-1, Ashibe-cho, Iki, Nagasaki, 811-5322, Japan

We reported the Ryukyu relics in archaeological materials of the Gyokusen-kan Collection now stored at the Kyushu University 

Museum in this paper. They include stone tools such as stone adzes and Goryeo-style roofing tiles collected at pre-war Ryukyu (Okinawa 

Prefecture); Okinawa and Yaeyama islands. They are valuable because the collecting dates and places of them are clearly recorded. In 

addition, our detailed survey identified two obsidian pebbles which were previously unrecognized. These obsidian pebbles have different 

properties from the obsidian from Koshidake, Imari city, Saga Prefecture, which has been widely reported from Okinawa Prefecture. 

Their origins and history require further investigations.

Key words: Gyokusen-kan, Ryukyu, archaeological material, obsidian


